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保護者の家庭学習支援力と
子どもの総合学力との関係

Benesse教育研究開発センター　小林 洋

本研究における効果検証の基本設計

本章第１節では、教師の家庭学習指導力や家庭学習と授業との連動力と子どもの家庭学習力や
教科学力との関係を検証した。本節では、ほぼ同様な手法と手順に従って、「保護者の家庭学習
支援力が高いほど、その保護者の子どもの家庭学習力や教科学力は高い」という今回の「調査の作
業仮説２」を検証するとともに、学年段階による有効な働きかけの違いを探り、保護者への子ど
もに対する働きかけの具体的な指針を提供することを目指したい。

3 -2

はじめに

本研究における効果検証の基本設計

図表３－２－１は、保護者の家庭学習支援力の
各項目と子どもの教科学力（国語・算数／数学の
平均正答率）ならびに家庭学習力との関係を示し
たものである。保護者を家庭学習支援力を問う各
設問に対して、「あてはまる」「まああてはまる」
と回答した肯定群と、「あまりあてはまらない」
「まったくあてはまらない」と回答者した否定群
の２群に分け、それぞれに属する子どもの２教科
平均正答率と家庭学習力平均スコアを対比しその
差異を示している。「検定」欄の記号は、その差
異が統計的にどの程度有意であるかを示し、「＊＊」
「＊」は、それぞれ１％未満と５％未満の危険水準
で有意であることを示している（以下の図表につ
いても同様）。網掛けは、とくに教科学力と家庭
学習力ともに１％の危険水準で統計的に有意な差
があるものを表している。この図表から、小５
生・中２生ついてともに、多くの項目で保護者の
働きかけの高いほうが、子どもの教科学力と家庭
学習力いずれにも有位に高いことが認められる
（25項目中、小５生16項目、中２生17項目）。ま
た、網掛けした項目のうち、半数以上が小５生・

中２生で共通しているが、どちらか一方のみに網
掛けが入っているものもある。例えば、「授業の
復習をきちんとさせている（問５－２）」「学校の
宿題は、期日までに必ずやり終えるようにさせて
いる（問５－３）」「テストには、計画的に準備し
てのぞむようにさせている（問５－４）」「できる
だけ栄養のバランスのよい食事をとらせるように
している（問５－６）」等の14項目が小５生・中
２生に共通して教科学力と家庭学習力ともに差が
大きいものとなっている。また、小５生のみに網
掛けが入るものが「家でする勉強も頑張るように
応援している（問５－10）」「いろいろな誘惑に負
けないで勉強するようにアドバイスしている（問
５－16）」等の３項目、他方中２生のみに網掛け
が入るものが「授業の予習をきちんとさせている
（問５－１）」「勉強でわからないときや困ったと
きには相談に乗っている（問５－11）」等の３項
目となっている。これらは、学年段階による保護
者の働きかけの子どもへの影響の違いを表してい
ると考えられる。

1 保護者の家庭学習支援力と教科学力および家庭学習力との関係
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子どもの教科学力と家庭学習力も高い�
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設　問　内　容�
小　５�
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項目�
番号�

保護�
者群�

問５－１�
�
�

問５－２�
�
�

問５－３�
�
�

問５－４�
�
�

問５－５�
�
�

問５－６�
�
�

問５－７�
�
�

問５－８�
�
�

問５－９�
�
�

問５－10�
�
�

問５－11�
�
�

問５－12�
�
�

問５－13�
�
�

問５－14�
�
�

問５－15�
�
�

問５－16�
�
�

問５－17

Ａ
　
学
習
習
慣
の
確
立
支
援�

Ｂ
　
生
活
習
慣
の
確
立
支
援�

Ｄ
　
心
理
的
な
支
援�

Ｃ
　
自
律
性
の
育
成
支
援�

平均�差異�検定�

中　２�
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図表３－２－１　保護者の家庭学習支援力と子どもの教科学力・家庭学習力との関係�
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図表３－２－２は、保護者の家庭学習支援の働
きかけの状況（図表２－５－４）を保護者各人の
回答に基づいてスコア化し、さらにＬ１からＬ５
の５段階のレベルに分け、この各レベルに属する
子どもの教科学力（左目盛り）と家庭学習力（右目
盛り）との関係を示したものである。このレベル
が高いほど、保護者は、上の図表で示しているよ
うな家庭学習支援の働きかけを多面的に行ってい
ることを意味している。小５生・中２生ついてと
もに、応用で部分的に横ばいになる状況が見られ
るものの、保護者の家庭学習支援の働きかけのレ
ベルが高いほど、子どもの教科学力・家庭学習力
はともに高い傾向が顕著に表れている。この結果
は、「保護者の家庭学習支援力が高いほど、その
保護者の子どもの家庭学習力ならびに教科学力は

高い」という今回の「調査の作業仮説２」を基本的
に検証するものとなっている。
教科学力では、小５生・中２生ついてともに、

応用のほうが基礎よりもＬ１とＬ５の差が大き
い。また、家庭学習力は、小５生については、Ｌ
４→Ｌ５で頭打ち傾向が現われているが、中２生
については反対に、Ｌ４→Ｌ５の間の差が最も大
きく開いている。Ｌ１とＬ５の差も、中２生＞小
５生の関係がある。このことは図表３－２－１で、
保護者の働きかけによる家庭学習力の差異が、中
２生についてはすべての項目について危険率１％
未満の水準の有意差を示していることと対応して
いる。これらのことから、一般的に小５段階以上
に、中２段階の子どもへの保護者の働きかけが有
効なことがわかる。
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図表３－２－１　保護者の家庭学習支援力と子どもの教科学力・家庭学習力との関係（つづき）�
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注）家庭学習支援力を問う各設問に対して、「あてはまる」「まああてはまる」と回答した肯定群と、「あまりあてはまらない」「まったく
あてはまらない」と回答した否定群の２群に保護者を分け、それぞれに属する子どもの教科学力（２教科平均正答率）と家庭学習力総
合スコア（偏差値）を対比しその差異を示している。網掛けは、教科学力、家庭学習力ともに両群の差が危険水準１％未満の統計的な
有意なものを表している。なお、設問のカテゴリーとＡ～Ｄの表示の順番は当初の概念モデルに沿ったものを示している。�
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図表３－２－２　保護者の家庭学習支援力のレベルと子どもの教科学力・家庭学習力との関係�

注）家庭学習支援力のレベルは、家庭学習支援力を問う各項目の回答スコアの合計に基づき、上位から７％、24％、38％、
24％、７％の割合に準ずる形でＬ５からＬ１の５つの段階を設定し、それぞれの保護者に属する子どもの２教科平均正答
率（左目盛り）と家庭学習力（偏差値）（右目盛り）を示している。�
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本研究における効果検証の基本設計2 保護者の家庭学習支援力の再カテゴリー化（因子分析）

前項では、家庭学習支援の総合的な働きかけを
行っている保護者の子どもほど、教科学力や家庭
学習力が高いことを見たが、では、保護者の家庭
学習支援の働きかけのどのような因子が教科学力
や家庭学習力にどの程度影響を及ぼしているのだ
ろうか。このことを探るため、今回の調査で設定
した家庭学習支援力に関する25の取り組みに対
する保護者の回答状況に改めて因子分析をかけ、
各因子別のスコアと教科学力や家庭学習力との関
係を調べることにしたい。
図表３－２－３は、小５生、中２生の保護者計

7155名の回答を元に行った因子分析に基づき、図
表３－２－１に示す項目の再カテゴリー化を行っ
たものである。詳細は省くが、因子分析の結果、
「因子１：心理的支援」「因子２：生活習慣確立支
援」「因子３：教材・体験の活用」「因子４：学習
習慣確立支援」「因子５：学習環境条件整備」「因
子６：学校社会適応」（固有値の大きい順）の６つ
の因子が抽出された。各項目は、因子負荷量（各

因子と項目との相関関係の強さ）の降順に並び替
え、当初の概念モデルにおけるカテゴリーとの対
応を合わせて示している。当初の概念モデル（図
表２－１－６、図表３－２－１）で「Ｃ．自律性
の育成支援」に分類していた４項目のうち、２項
目（「苦手克服」と「動機付け」）が、「因子１：心理
的支援」に分かれ、残り２項目（「ながら勉強の抑
止」と「誘惑に打ち克つ心」）が「因子５：学習環境
条件整備」に分かれたこと、また、「Ａ．学習習慣
の確立支援」としていた５項目のうち２項目（「授
業準備」「宿題習慣」）が「因子６：学校社会適応」
に分離するなど若干の入れ替わりが生じている。
しかし、「Ｂ．生活習慣確立支援」はそのまま「因
子２」の項目となっている。全体として当初の概
念モデルの項目との対応は25項目中16項目とな
っている。
この因子分析の結果に基づき、第２章１節図表

２－１－６の当初の家庭学習支援力の構造モデル
を改訂したものが図表３－２－４である。
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12）子どもがリラックスできるようにアドバイスをしている。�
�
14）苦手な教科も家でしっかり勉強して得意になるように励

ましている。�
�
10）家でする勉強も頑張るように応援している。�
�
11）勉強でわからないときや困ったときには相談に乗ってい

る。�
17）家でする勉強に、やりとげる頑張り目標を決めるように

アドバイスしている。�
13）ふだんから新聞やテレビニュースをもとに、社会の動き

について一緒 に話し合うようにしている。�
７）早寝早起きなど、規則正しい生活をするようにさせてい

る。�
６）できるだけ栄養のバランスのよい食事をとらせるように

している。�
�
８）勉強するときの部屋の照明や姿勢に気をつけさせている。�
�
９）家で勉強するのに必要な図書や資料は、自分で整理整頓

するようにさせている。�
�
19）休日を利用して、体験型学習に参加させている。�
�
23）学校の図書館だけでなく、地域の図書館や資料館なども

勉強に活用させている。�
�
20）ふだんから本や事典類を勉強に活用させている。�
�
21）コンピュータを使った教材やインターネットを学習に活

用させている。�
25）学校などから配付された「家庭学習の手引き」を活用して

いる。�
�
１）授業の予習をきちんとさせている。�
�
２）授業の復習をきちんとさせている。�
�
４）テストには、計画的に準備してのぞむようにさせている。�
�
18）自分でやれる適切な教材を与えて授業の理解や定着に利

用させている。�
15）テレビやラジオなどをつけないで集中して勉強するよう

にさせている。�
16）いろいろな誘惑に負けないで勉強するようにアドバイス

している。�
22）家では、子どもが落ち着いて勉強できる静寂な環境づく

りをこころがけている。�
24）勉強するスペースや教材を置いておく場所を確保してい

る。�
３）学校の宿題は、期日までに必ずやり終えるようにさせて

いる。�
５）授業に必要な教科書やノート類は、前日の夜のうちに準

備させている。�

項　目　内　容� 当初のカテゴリー�
抽出され�
た因子�

（新カテゴリー）�

図表３－２－３　保護者の家庭学習支援力の再カテゴリー化の結果�

因子１�
心理的支援�

因子２�
生活習慣�
確立支援�

因子３�
教材・体験�
の活用�

因子４�
学習習慣�
確立支援�

因子５�
学習環境�
条件整備�

因子６�
学校社会�
適応�

Ｄ．心理的な支援�
�
Ｃ．自律性の育成支援�
�
Ｄ．心理的な支援�
�
Ｄ．心理的な支援�
�
Ｃ．自律性の育成支援�
�
Ｄ．心理的な支援�
�
Ｂ．生活習慣の確立支援�
�
Ｂ．生活習慣の確立支援�
�
Ｂ．生活習慣の確立支援�
�
Ｂ．生活習慣の確立支援�
�
Ｅ．教材・体験の提供�
�
Ｆ．学習環境条件の整備�
�
Ｅ．教材・体験の提供�
�
Ｅ．教材・体験の提供�
�
Ｆ．学習環境条件の整備�
�
Ａ．学習習慣の確立支援�
�
Ａ．学習習慣の確立支援�
�
Ａ．学習習慣の確立支援�
�
Ｅ．教材・体験の提供�
�
Ｃ．自律性の育成支援�
�
Ｃ．自律性の育成支援�
�
Ｆ．学習環境条件の整備�
�
Ｆ．学習環境条件の整備�
�
Ａ．学習習慣の確立支援�
�
Ａ．学習習慣の確立支援�

リラックス法�
�
苦手克服�
�
保護者の励まし�
�
悩みの相談�
�
動機付け�
�
話し相手�
�
規則正しい生活�
�
適切な食事�
�
照明や姿勢�
�
整理整頓�
�
体験学習の機会提供�
�
社会教育施設の活用�
�
参考図書の活用�
�
ＩＣＴの活用�
�
関連情報の活用�
�
�
予復習習慣�
�
�
定期テスト準備�
�
家庭学習教材の活用�
�
ながら勉強の抑止�
�
誘惑に打ち克つ心�
�
静寂な環境づくり�
�
学習スペースの確保�
�
宿題習慣�
�
授業準備�

注）因子分析の結果に基づいて家庭学習支援力の項目の再カテゴリー化を行ったもの。「リラックス法」「苦手克服」等の項目名称は、第
２章１節の図表２－１－６に対応している。�
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保護者の�
家庭学習支援力�

習慣の形成�
（Disciplineに相当）�

応援・支援�
（Interactionに相当）�

環境づくり�
（Participationに相当）�

図表３－２－４　保護者の家庭学習支援力の構造モデル改訂版�

Ａ．生活習慣確立支援�

Ｂ．学習習慣確立支援�

1．予復習習慣（問5－1・2）�

2．定期テスト準備（問5－4）�

3．家庭学習教材の活用（問5－18）�

Ｃ．学校社会適応�

1．授業準備（問5－5）�

2．宿題習慣（問5－3）�

1．規則正しい生活（問5－7）�

2．適切な食事（問5－6）�

3．照明や姿勢（問5－8）�

4．整理整頓（問5－9）�

Ｄ．心理的支援�

1．リラックス法（問5－12）�

2．苦手克服（問5－14）�

3．保護者の励まし（問5－10）�

4．悩みの相談（問5－11）�

5．動機付け（問5－17）�

6．話し相手（問5－13）�

Ｅ．教材・体験の活用�

Ｆ．学習環境条件整備�

1．ながら勉強の抑止（問5－15）�

2．誘惑に打ち克つ心（問5－16）�

3．静寂な環境づくり（問5－22）�

4．学習スペースの確保（問5－24）�

1．体験学習の機会提供（問5－19）�

2．社会教育施設の活用（問5－23）�

3．参考図書の活用（問5－20）�

4．ＩＣＴの活用（問5－21）�

5．関連情報の活用（問5－25）�

注）当初の概念モデルである第２章１節の図表２－１－６の構造図を因子分析の結果に基づいて改訂したもの。�

本研究における効果検証の基本設計

図表３－２－５は、新しく抽出された因子ごと
に項目のスコア化を行い、これに基づき、保護者
を因子ごとに下位・中位・上位の３群に分け、対
応する子どもの教科学力と家庭学習力のスコアを

対比したものである。小５生について「因子６：
学校社会適応」の上位群が「－」となっているのは
該当の群（偏差値60以上）に属する保護者が存在
しないことを表している。

3 保護者のカテゴリー別スコアと教科学力および家庭学習力との関係

この図表から、因子６についての小５生の結果
を除き、小５生・中２生ともに、教科学力、家庭
学習力いずれも、上位群＞中位群＞下位群の関係
にあり、かつ上位－下位の差がすべて統計的に有
意であることがわかる。また、上位－下位の差が
最も大きいのは、小５生については、教科学力、
家庭学習力ともに「因子３：教材・体験の活用」
（＝「体験学習の機会提供」「社会教育施設の活用」
「参考図書の活用」「ＩＣＴの活用」「関連情報の
活用」の合計スコア）、中２生については、「因子

４：学習習慣確立支援」（＝「予復習習慣」「定期
テスト準備」「家庭学習教材の活用」の合計スコ
ア）となっている。
図表３－２－６は、家庭学習支援力の各因子を

説明変数、教科学力または家庭学習力を目的変数
として数量化Ⅰ類の手法を適用し、目的変数に対
する説明変数の影響度（アイテム・レンジ）を調
べたものである。最も影響度の大きい因子は、小
５生・中２生ともに、図表３－２－５で見た上
位－下位の差が最も大きい因子と一致している。

小５生では「教材・体験の活用」、�
中２生では「学習習慣確立支援」の働きかけの影響度が最も大きい�

１�
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因子１�

心理的支援�
因子２�

生活習慣確立支援�

因子３�

教材・体験の活用�

因子４�

学習習慣確立支援�

因子５�

学習環境条件整備�

因子６�

学校社会適応�

家庭学習支援力�

総合スコア�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

家庭学習�
支援力�
下位群�

家庭学習支援力の�

抽出された因子�

家庭学習�
支援力�
中位群�

家庭学習�
支援力�
上位群�

上位－下位� 検定�

49.4�
47.8�
48.2�
48.7�
46.9�
47.9�
49.7�
47.4�
47.9�
47.9�
48.0�
46.8�
46.8�
46.7

50.5�
50.8�
50.8�
50.6�
50.7�
50.3�
50.2�
50.7�
50.7�
50.9�
50.9�
51.2�
50.7�
50.7

51.4�
51.9�
51.4�
52.3�
53.4�
54.8�
52.5�
52.8�
52.6�
52.5�

－�
－�

53.3�
53.9

1.9�
4.1�
3.2�
3.5�
6.5�
6.9�
2.8�
5.4�
4.7�
4.6�
－�
－�
6.4�
7.2

図表３－２－５　家庭学習支援力各因子と子どもの教科学力および家庭学習力との関係�

〈小５生〉�

＊�

＊＊�

＊�

＊＊�

＊�

＊＊�

＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

�

�

＊＊�

＊＊�

因子１�

心理的支援�
因子２�

生活習慣確立支援�

因子３�

教材・体験の活用�

因子４�

学習習慣確立支援�

因子５�

学習環境条件整備�

因子６�

学校社会適応�

家庭学習支援力�

総合スコア�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

教 科 学 力 �

家庭学習力�

家庭学習�
支援力�
下位群�

家庭学習支援力の�

抽出された因子�

家庭学習�
支援力�
中位群�

家庭学習�
支援力�
上位群�

上位－下位� 検定�

49.5�
48.9�
49.3�
48.1�
48.5�
48.2�
48.2�
46.5�
49.0�
47.5�
48.1�
47.3�
48.0�
46.6

50.6�
50.6�
50.6�
50.6�
50.6�
50.6�
50.1�
50.2�
50.5�
50.4�
50.4�
50.5�
50.6�
50.4

51.8�
53.9�
51.6�
52.9�
52.9�
54.1�
53.3�
54.6�
52.0�
54.5�
52.9�
53.9�
52.9�
55.6

2.4�
5.0�
2.3�
4.8�
4.4�
6.0�
5.1�
8.0�
2.9�
7.0�
4.8�
6.6�
5.0�
9.0

〈中２生〉�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

注）家庭学習支援力の各因子（カテゴリー）ごとに保護者の回答状況に基づいて下位群（偏差値40未満）、中位群（偏差値40以上、
60未満）、上位群（偏差値60以上）の３群に保護者を分類し、それぞれに対応する子どもの教科学力と家庭学習力スコア（偏
差値）を対比したもの。「－」は該当の標本がないことを示す。�
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図表３－２－６　家庭学習支援力各因子の子どもの教科学力、家庭学習力への影響度�

心理的支援�

生活習慣確立支援�

教材・体験の活用�

学習習慣確立支援�

学習環境条件整備�

学校社会適応�

〈小５生〉�

〈中２生〉�

0.0 2.0 4.0 6.00.02.04.06.0

教科学力に対するアイテム・レンジ� 家庭学習力に対するアイテム・レンジ�

心理的支援�

生活習慣確立支援�

教材・体験の活用�

学習習慣確立支援�

学習環境条件整備�

学校社会適応�

0.0 2.0 4.0 6.00.02.04.06.0

教科学力に対するアイテム・レンジ� 家庭学習力に対するアイテム・レンジ�

2.0

1.3

5.5

1.2

3.1

2.0

0.4

0.9

4.8

2.6

1.9

3.2

1.2

0.2

3.4

2.9

0.1

3.1

0.7

0.8

3.1

5.3

3.0

3.2

注）数量化Ⅰ類により、保護者の家庭学習支援力の各因子の子どもの教科学力と家庭学習力に対する影響度（アイテム・レンジ）を示し
たもの。アイテム・レンジについては、図表３－１－８の注記を参照。�

次ページの図表３－２－７は、保護者の家庭学
習支援力各因子の子どもの家庭学習力に対する影
響度（アイテム・レンジ）を後者のカテゴリー別
に見たものである。小５生については、図表３－
２－６で見たように全体として「因子３：教材・
体験の活用」の与えている影響が最も大きいが、
子どもの「Ｃ．計画性」は「因子４：学習習慣確
立支援」の影響が最も大きく、「Ｄ．自律心」は、
「因子６：学校社会適応」の影響が最も大きく現
われている。中２生についても、上で見たように
全体として「因子４：学習習慣確立支援」の影響
が最も大きいが、小５生の場合と同じく「Ａ．豊
かな読書」ならびに「Ｆ．社会的学び」は「因子
３：教材・体験の活用」、「Ｄ．自律心」は「因子
６：学校社会適応」の働きかけにそれぞれ最も影
響を受けていることがわかる。

子どもの家庭学習力の８つのカテゴリーのう
ち、保護者の家庭学習支援力の影響の受け方が小
５生と中２生の間で顕著に異なるのは、「Ｂ．達
成感」「Ｅ．自己マネジメント」「Ｇ．自主的学習」
「Ｈ．成長意欲」の４つである。この４つについ
ては、小５生では、保護者の「教材・体験の活用」
（＝「体験学習の機会提供」「社会教育施設の活用」
「参考図書の活用」「ＩＣＴの活用」「関連情報の活
用」の合計スコア）の働きかけの影響がより大き
く、中２生については「学習習慣確立支援」（＝
「予復習習慣」「定期テスト準備」「家庭学習教材の
活用」の合計スコア）の影響がより大きい。小５
生の場合は、どちらかといえば、学校の勉強に直
接向かわせるような働きかけよりも体験学習への
参加（による概念形成の基盤の充実）や、本や事
典類、ＩＣＴなどの多様な学習ソースに普段から
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図表３－２－７　家庭学習支援力各因子の子どもの家庭学習力各カテゴリーへの影響度�

保護者の�
家庭学習�
支援力因子�

家庭学習力�
　カテゴリー�
　／含む項目�

子どもの家庭学習力�

因子１�
心理的支援�

因子２�
生活習慣�
確立支援�

因子３�
教材・体験�
の活用�

因子４�
学習習慣�
確立支援�
因子５�
学習環境�
条件整備�

因子６�
学校社会適応�

1.1�

0.3�

6.7�

0.6�

1.4�

1.4

注）数量化Ⅰ類により、保護者の家庭学習支援力の各因子の子どもの家庭学習力の各カテゴリーに対する影響度（アイテム・レンジ）を示
したもの。楕円は、家庭学習力の各カテゴリーに対して最も影響度の大きい家庭学習支援力の因子を表す。�

小
５
生
保
護
者�

Ａ．�
豊かな読書�

Ｂ．�
達成感�

Ｃ．�
計画性�

Ｄ．�
自律心�

Ｅ．�
自己マネジメント�

Ｆ．�
社会的学び�

Ｇ．�
自主的学習�

Ｈ．�
成長意欲�

因子１�
心理的支援�

因子２�
生活習慣�
確立支援�

因子３�
教材・体験�
の活用�

因子４�
学習習慣�
確立支援�

因子５�
学習環境�
条件整備�

因子６�
学校社会適応�

1.3�

0.6�

6.3�

1.1�

0.8�

0.7

1.4�

0.1�

3.2�

3.0�

1.3�

2.9

0.9�

0.3�

1.2�

4.7�

2.4�

1.2

0.7�

0.4�

2.2�

4.7�

0.3�

2.8

0.2�

0.2�

0.7�

6.1�

1.9�

3.1

1.5�

2.9�

1.9�

0.9�

2.5�

6.7

1.7�

1.5�

1.1�

3.2�

2.8�

8.6

0.6�

0.8�

3.7�

2.3�

1.5�

0.9

0.6�

0.7�

1.3�

4.7�

2.6�

0.6

1.5�

1.3�

5.9�

1.0�

2.8�

0.4

0.5�

1.0�

3.9�

0.7�

1.7�

0.4

0.6�

0.6�

3.5�

2.0�

1.8�

1.6

0.8�

0.2�

2.0�

5.3�

2.9�

1.3

1.7�

0.5�

3.2�

2.9�

0.5�

2.0

0.7�

0.9�

1.8�

3.5�

1.6�

1.9

0.9�

0.4�

4.8�

2.6�

1.9�

3.2

0.8�

0.7�

3.1�

5.3�

3.0�

3.2

中
２
生
保
護
者�

全体�

●家庭読書�
●地域図書館の活
用�

●学びの役立ち
感�

●学びの達成感�
●学ぶ楽しさ�

●復習習慣�
●予習習慣�
●家庭学習計画�
●定期テスト準
備�

●授業準備�
●宿題の遂行�
●整理整頓�
●ながら勉強の
規制�

●振り返り・評価�
●学習方法の改善�
●学習内容の記録�

●社会教育施設
の活用�

●体験学習への
参加�

●検定試験への
挑戦�

●挑戦する心�
●得意分野の伸
長�

●発展的学習�

●可能性拡大の
意識�

●進路展望�
●自己理解・評価�
●将来の夢や仕
事�

親しむことを促すような働きかけがより有効であ
り、他方、中２生の場合は、予復習や定期テスト
準備および家庭学習教材の提供など、学校の勉強
を直接促すような働きかけがより有効であること
になる。ただし、このことは全体的な傾向として
であって、小５生、中２生に対して一律にこれら

の因子を重視した働きかけを行うことが有効と考
えることはおそらく早計であろう。とくに小５生
段階に比べて中２生は、学習をめぐる意識やスキ
ルが多様化しており、個別の状況や発達段階に応
じた働きかけの大切さが増していると考えられ
る。
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図表３－２－８　家庭学習支援力各項目の子どもの教科学力への影響度�

リラックス法�

苦手克服�

保護者の励まし�

悩みの相談�

動機付け�

話し相手�

規則正しい生活�

適切な食事�

照明や姿勢�

整理整頓�

体験学習の機会提供�

社会教育施設の活用�

参考図書の活用�

ＩＣＴの活用�

関連情報の活用�

予復習習慣�

定期テスト準備�

家庭学習教材の活用�

ながら勉強の抑止�

静寂な環境づくり�

学習スペースの確保�

宿題習慣�

授業準備�

小５生の教科学力に対するアイテム・レンジ� 中２生の教科学力に対するアイテム・レンジ�

注）数量化Ⅰ類により、保護者の家庭学習支援力の各項目の子どもの教科学力に対する影響度（アイテム・レンジ）を示したもの。
決定係数＝0.152（小５生）、0.130（中２生）。項目間の相関係数が大きいものが含まれると結果が不安定になるとい多重共
線性の問題を避けるため、相関係数が目安として0.5以上を示す項目（小５生・中２生ともに３組の項目が該当）の中で、小
５生・中２生に共通する２組の項目のうち、目的変数との相関係数が低い片方の項目を除いて処理を行った（問５－１：「授
業の予習」と問５－２：「授業の復習」のうち、問５－１を除外。および問５－15：「ながら勉強の抑止」と問５－16：「誘惑
に打ち克つ心」のうち、問５－15を除外）。（なお、小５生では、問５－10：「保護者の励まし」と問５－11：「悩みの相談」、
中２生では、問５－３：「宿題習慣」と問５－４：「定期テスト準備」も相関係数が0.5以上の項目となっている。しかし、こ
れらについて同様な処理を行ってみた結果、上記に示したものとほとんど傾向が変わらない数値が得られたことを記して
おく。）�

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.00.02.04.06.08.010.012.0

心理的支援�

生活習慣確立支援�

教材・体験の活用�

学習習慣確立支援�

学習環境条件整備�

学校社会適応�
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最後に、保護者の家庭学習支援力の各項目の子
どもへの影響を見ておこう。図表３－２－８は、
家庭学習支援力の各項目の子どもの教科学力への
影響度を示したものである（これに対して、前で
見た図表３－２－７や図表３－２－８は、保護者
の家庭学習支援力の各因子に含まれる項目の合計
スコアの影響度を示したものである）。項目を個
別に見ると、小５生では、「宿題習慣」確立と「適
切な食事」の働きかけの影響が顕著に現われてお
り、中２生では、「定期テスト準備」と「宿題習慣」
確立の働きかけの影響が大きい。小５段階では、
やはり中２段階と同様、宿題をきっちりやり遂げ
るような働きかけが大切であるとともに、「適切
な食事」への配慮がより重要であることがわかる
（この項目の具体的な設問内容は「できるだけ栄
養のバランスのよい食事をとらせるようにしてい
る」である）。ただし、周知のように、「適切な食
事」を与えさえすれば、この項目の肯定群と否定
群との間で現われているような差が解消できると
考えることは一般にできない。このことは他の項

目についても同様である。なぜなら、ある項目の
影響の度合いには、その項目に関わる背景要因の
複合的な効果が反映しているとみなければならな
いからである。「適切な食事」の場合、肯定群と
否定群との間で子どもに現われている差は、「適
切な食事」による①子どもへの生理学的な効果が
むろん考えられるが、それだけなく、②食事が毎
日きちんと摂れるような生活習慣が確立している
こと、加えて、③適切な食事と規則正しい生活に
配慮するような家庭の文化的背景等が複合的に反
映した結果と考えられる。
図表３－２－８は、保護者の家庭学習支援の働

きかけの影響を子どもの教科学力について見たも
のであるが、家庭学習力については、小５生に対
しては、「保護者の励まし」「整理整頓」「宿題習慣」
などの項目の影響が大きい。他方、中２生に対し
ては、「予復習習慣」「体験学習の機会提供」「なが
ら勉強の抑止」などの項目の影響が大きく現われ
ている（図表は省略）。

個別の項目を見ると、小５生では「宿題習慣」や「適切な食事」、�
中２生では「定期テスト準備」と「宿題習慣」の働きかけの影響が大きい�

２�

本研究における効果検証の基本設計

以上のように、保護者の家庭学習支援の働きかけは、項目による影響度合いの違いはあるもの
の、子どもの教科学力や家庭学習力によい影響を及ぼしていることが確認できた。家庭学習の充
実を保護者と学校の連携で進めていくにあたって、子どもに対してどのような働きかけが望まし
いのかを両者で共有しておくことは大切であろう。今回のような調査項目を子どもに対する働き
かけの一つのモデルとして保護者の自己点検や啓発に活用していくことが考えられる。
家庭の教育力の充実に関して考えるときやはり忘れてはならないことは「格差」の問題である。

家庭学習支援力の子どもへの影響の分析においても、項目が及ぼす影響の「背景要因」ということ
にも一部に触れたが、保護者の家庭学習支援力の発揮についても保護者の社会経済的・文化的背
景要因にそのパフォーマンスが少なからず規定されていることは間違いない。この「格差」の問題
の克服に、公教育がどのように貢献しうるかは、これ自体調査研究によって明らかにされていく
ことが期待されるテーマである（最近の研究成果としては、お茶の水女子大学・Benesse教育研
究開発センター共同研究『教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書』（2009年３月26日刊
行）がある）。今回の調査研究においては、「格差」問題克服への貢献を直截的に目的に掲げている
わけではないが、保護者のどのような働きかけが子どもによい影響を及ぼすのかについてデータ
の裏付けのある客観的な情報を指針として提供し、広く活用に賦していくことは、「格差」問題へ
の対処の一つとして意味のないことではないであろう。子どもに平等に教科書が配付されること
が、意味のないことでないのと同様である。まだ端緒的な研究の域を出るものではないが、活用
に向けて検討していただければ幸いである。

おわりに
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